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Fig.101　23-２/23-２〔単軸絡条体 第１Ａ類〕
軸の中心部で１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２
を挟み、㊤１段Ｒℓ２の２条束を左巻
き、㊦１段Ｌｒ２の２条束を右巻き

Fig.100　23-１/23-１〔単軸絡条体 第１Ａ類〕
軸の中心部で１段Ｌｒ２と１段Ｒℓ２を挟み、
㊤１段Ｌｒ２の２条束を左巻き、㊦１段Ｒℓ２
の２条束を右巻き

　１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２をそれぞれ作り、半裁した軸の中心部で１段Ｒ

ℓ２の条の中心と１段Ｌｒ２の条の中心を挟む。軸の片側から１段Ｒℓ２

と１段Ｌｒ２が各１条、軸の反対側からも１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２が各１

条でるようにする。挟んだ部分を境に、軸の両側からでた１段Ｒℓ２を２

条束にして、㊤は進行方向に向かって左巻きする。次に、軸の両側から

でた１段Ｌｒ２を２条束にして、㊦は進行方向に向かって右巻きで軸に

巻き付ける（作り方Ａ）。

　これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に

走り、木目状撚糸文となって展開する。巻き付けた条は撚り方向が異な

るので、条に対する節の傾きは㊤が左上がり、㊦は右上がりとなって現

れる。

 １段Ｌｒ２と１段Ｒℓ２をそれぞれ作り、半裁した軸の中心部で１段Ｌｒ

２の条の中心と１段Ｒℓ２の条の中心を挟む。軸の片側から１段Ｌｒ２と

１段Ｒℓ２が各１条、軸の反対側からも１段Ｌｒ２と１段Ｒℓ２が各１条で

るようにする。挟んだ部分を境に、軸の両側からでた１段Ｌｒ２を２条束

にして、㊤は進行方向に向かって左巻きする。次に、軸の両側からでた１

段Ｒℓ２を２条束にして、㊦は進行方向に向かって右巻きで軸に巻き付け

る（作り方Ａ）。

　これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に走

り、木目状撚糸文となって展開する。巻き付けた条は撚り方向が異なるの

で、条に対する節の傾きは㊤が右上がり、㊦は左上がりとなって現れる。

軸の中心を境に

Ｒ左巻き、 の右巻き
ℓ

ℓ
上 下

ｒ

ｒ
Ｌ

軸の中心を境に

Ｒ 左巻き、 の右巻きℓ

ℓ
上 下

ｒ

ｒ
Ｌ
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Fig.103　25-１/25-１〔単軸絡条体 第１Ａ類〕

Fig.102　24-１/24-１〔単軸絡条体 第１Ａ類〕
軸の中心部の片側に１段Ｒℓ２を１条、
反対側には１段Ｌｒ２を１条挟み、
１段Ｒℓ２・１段Ｌｒ２を２条束に
して㊤は右巻き、㊦は左巻き

軸の中心部で１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２の各１条を挟み、
１段Ｒℓ２・１段Ｌｒ２を２条束にして㊤は左巻き、
㊦は右巻き

　１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２をそれぞれ作り、半裁した軸に１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２

の条の中心を挟む。軸の中で１段Ｒℓ２の条と１段Ｌｒ２の条が十字にクロスする

ようにして、クロスした部分を軸で挟む。軸の片側からは１段Ｒℓ２がでて、反対

側からは１段Ｌｒ２がでるようにする。つまり、軸の片側から出る撚り方向は㊤

㊦で異なるようになっている。軸の両側からでた１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２を２条束

にして、㊤は進行方向に向かって左巻き、㊦は進行方向に向かって右巻きで軸に

巻き付ける（作り方Ｃ）。

　これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に走り、木

目状撚糸文となって展開する。巻き付けた条は、撚り方向の異なる２条を束にし

ているので、隣り合う条同士にみられる節の傾きは異なっている。また、軸の㊤

㊦で対向する条の撚り方向も異なるので、条の中の節の向きは異なって現れる。

　１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２を作り、半裁した軸の片側に１段Ｒℓ２の端部を

挟み、反対側には１段Ｌｒ２の端部を挟む。これを軸の㊤㊦２箇所でおこ

ない、軸の片側から出る撚り方向は㊤㊦で同じにする。軸の両側からでた

１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２を２条束にして、㊤は進行方向に向かって右巻き、

㊦は進行方向に向かって左巻きで軸に巻き付ける（作り方Ｂ）。

　これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に走

り、木目状撚糸文となって展開する。巻き付けた条は、撚り方向の異なる

２条を束にしているので、隣り合う条同士にみられる節の傾きは異なって

いる。

左巻き右巻き、上 下

軸の中心を境に

の

ｒ

ｒ
Ｌ

Ｒ
ℓ

ℓ

＊同じ撚り方向の条が
軸の中心を境に対向する

右巻き左巻き、上 下

軸の中心を境に

の

ｒ

ｒ
Ｌ

Ｒ
ℓ

ℓ

＊軸の中心を境に対向
する条の撚り方向は反
対になる

Fig.101　23-２/23-２〔単軸絡条体 第１Ａ類〕
軸の中心部で１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２
を挟み、㊤１段Ｒℓ２の２条束を左巻
き、㊦１段Ｌｒ２の２条束を右巻き

Fig.100　23-１/23-１〔単軸絡条体 第１Ａ類〕
軸の中心部で１段Ｌｒ２と１段Ｒℓ２を挟み、
㊤１段Ｌｒ２の２条束を左巻き、㊦１段Ｒℓ２
の２条束を右巻き

　１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２をそれぞれ作り、半裁した軸の中心部で１段Ｒ

ℓ２の条の中心と１段Ｌｒ２の条の中心を挟む。軸の片側から１段Ｒℓ２

と１段Ｌｒ２が各１条、軸の反対側からも１段Ｒℓ２と１段Ｌｒ２が各１

条でるようにする。挟んだ部分を境に、軸の両側からでた１段Ｒℓ２を２

条束にして、㊤は進行方向に向かって左巻きする。次に、軸の両側から

でた１段Ｌｒ２を２条束にして、㊦は進行方向に向かって右巻きで軸に

巻き付ける（作り方Ａ）。

　これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に

走り、木目状撚糸文となって展開する。巻き付けた条は撚り方向が異な

るので、条に対する節の傾きは㊤が左上がり、㊦は右上がりとなって現

れる。

 １段Ｌｒ２と１段Ｒℓ２をそれぞれ作り、半裁した軸の中心部で１段Ｌｒ

２の条の中心と１段Ｒℓ２の条の中心を挟む。軸の片側から１段Ｌｒ２と

１段Ｒℓ２が各１条、軸の反対側からも１段Ｌｒ２と１段Ｒℓ２が各１条で

るようにする。挟んだ部分を境に、軸の両側からでた１段Ｌｒ２を２条束

にして、㊤は進行方向に向かって左巻きする。次に、軸の両側からでた１

段Ｒℓ２を２条束にして、㊦は進行方向に向かって右巻きで軸に巻き付け

る（作り方Ａ）。

　これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に走

り、木目状撚糸文となって展開する。巻き付けた条は撚り方向が異なるの

で、条に対する節の傾きは㊤が右上がり、㊦は左上がりとなって現れる。

軸の中心を境に

Ｒ左巻き、 の右巻き
ℓ

ℓ
上 下

ｒ

ｒ
Ｌ

軸の中心を境に

Ｒ 左巻き、 の右巻きℓ

ℓ
上 下

ｒ

ｒ
Ｌ
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Fig.105　26-1・2・3/26-1・2・3

Fig.104　26-1・2・3/26-1・2・3 軸の中心部で１段Ｒℓ２を２条挟み、１段Ｒℓ２を２条束にして
㊤は左巻き、㊦は右巻き

軸の中心部の片側に１段Ｒℓ２を１条、反対側にも１段Ｒℓ２を
１条挟み、１段Ｒℓ２を２条束にして㊤は右巻き、㊦は左巻き

〔単軸絡条体 第１Ａ類〕

〔単軸絡条体 第１Ａ類〕

 １段Ｒℓ２を４条作る。半裁した軸の片側で１段Ｒℓ２の端部を挟み、反対側

でも１段Ｒℓ２の端部を挟む。これを軸の㊤㊦２箇所でおこない、軸の両側か

らでた１段Ｒℓ２を２条束にして、㊤は進行方向に向かって右巻き、㊦は進行

方向に向かって左巻きで軸に巻き付ける（作り方Ｂ）。

 これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に走り、

木目状撚糸文となって展開する。条に対する節の傾きは左上がりとなる。

 １段Ｒℓ２を２条それぞれ作り、半裁した軸の中心部で１段Ｒℓ２の条の

中心を２条とも挟む。挟んだ部分を境に、軸の両側からでた１段Ｒℓ２を

２条束にして、㊤は進行方向に向かって左巻き、㊦は進行方向に向かっ

て右巻きで軸に巻き付ける（作り方Ａ）。

 これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に走

り、木目状撚糸文となって展開する。条に対する節の傾きは左上がりと

なっている。

右巻き左巻き、上 下

軸の中心を境に

のＲ
ℓ

ℓ

左巻き右巻き、上 下

軸の中心を境に

のＲ
ℓ

ℓ
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Fig.106　26-1・2・3/26-1・2・3〔単軸絡条体 第１Ａ類〕
軸の中心部で１段Ｒℓ２を２条挟み、
１段Ｒℓ２を２条束にして㊤は左巻き、
㊦は右巻き

33 ー０

コラム５　単軸絡条体 第６Ａ類の作り方 (３)

２倍拡大

　１段Ｒℓ２を２条それぞれ作り、半裁した軸の中心部で１段Ｒℓ２の

条の中心を２条とも挟む。軸の中で片方の１段Ｒℓ２の条と、もう一方

の１段Ｒℓ２の条が十字にクロスするようにして、クロスした部分を軸

で挟む。挟んだ部分を境に、軸の両側からでた異なる１段Ｒℓ２の条を

２条束にして、㊤は進行方向に向かって左巻き、㊦は進行方向に向かっ

て右巻きで軸に巻き付ける（作り方Ｃ）。

　これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦

に走り、木目状撚糸文となって展開する。条に対する節の傾きは左上

がりとなっている。

「軸の片側に条ａを垂らし、条ｂを右巻し、１回転してａに

達した時に、ａに係け、反対方向に巻く。次にａに係けて反

対方向に巻く。この操作を続けると [33－０ ,１ ]、ａ条が左

右に少し振れｂ条は振幅が大きく、軸の全面に巻かれ、両条

の間には係蹄がある。その係蹄はａ条に近い軸の一側面に集

中して居る。振幅の差のある点を除外すれば、前項単軸絡条

体第６類と、条の関係は同じである。」（山内清男 1979『日

本先史土器の縄紋』、28-29 頁）

右巻き左巻き、上 下

軸の中心を境に

のＲ
ℓ

ℓ

Fig.105　26-1・2・3/26-1・2・3

Fig.104　26-1・2・3/26-1・2・3 軸の中心部で１段Ｒℓ２を２条挟み、１段Ｒℓ２を２条束にして
㊤は左巻き、㊦は右巻き

軸の中心部の片側に１段Ｒℓ２を１条、反対側にも１段Ｒℓ２を
１条挟み、１段Ｒℓ２を２条束にして㊤は右巻き、㊦は左巻き

〔単軸絡条体 第１Ａ類〕

〔単軸絡条体 第１Ａ類〕

 １段Ｒℓ２を４条作る。半裁した軸の片側で１段Ｒℓ２の端部を挟み、反対側

でも１段Ｒℓ２の端部を挟む。これを軸の㊤㊦２箇所でおこない、軸の両側か

らでた１段Ｒℓ２を２条束にして、㊤は進行方向に向かって右巻き、㊦は進行

方向に向かって左巻きで軸に巻き付ける（作り方Ｂ）。

 これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に走り、

木目状撚糸文となって展開する。条に対する節の傾きは左上がりとなる。

 １段Ｒℓ２を２条それぞれ作り、半裁した軸の中心部で１段Ｒℓ２の条の

中心を２条とも挟む。挟んだ部分を境に、軸の両側からでた１段Ｒℓ２を

２条束にして、㊤は進行方向に向かって左巻き、㊦は進行方向に向かっ

て右巻きで軸に巻き付ける（作り方Ａ）。

 これを施文すると、軸の中央部を境に対向する横ハ字状の条が㊤㊦に走

り、木目状撚糸文となって展開する。条に対する節の傾きは左上がりと

なっている。

右巻き左巻き、上 下

軸の中心を境に

のＲ
ℓ

ℓ

左巻き右巻き、上 下

軸の中心を境に

のＲ
ℓ

ℓ
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Fig.108　27-２/27-２〔単軸絡条体 第２類〕

Fig.107　27-１/27-１〔単軸絡条体 第２類〕

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きしていき、一ヶ所のみで

先に巻いた部分を再度上から一部巻き、条と条を交差させ、そのまま左巻

きを続けていく。

　これを施文すると、緩やかに右上がりで左下がりの条が走り、一部での

み楕円形状に交差した条が繰り返し現れる。

軸に１段Ｒℓ２を１条、進行方向に向
かって左巻きし、一ヶ所のみで一度
巻いた部分を交差させて左巻きを進
行する

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きしていくとき、条が

軸を一周する毎に、先に巻いた部分を再度上から一部巻いて、条と条

を交差させつつ左巻きを繰り返していく。

　これを施文すると、端部の交差する菱形状の条が繰り返し現れる。

軸に１段Ｒℓ２を１条、進行方向に向
かって左巻きし、一度巻いた部分を一
部交差させながら左巻きを進行する

を左巻きし、一周ごとに交差Ｒ
ℓ

ℓ

を左巻きし、一ヶ所で交差Ｒ
ℓ

ℓ
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Fig.110　28-２/28-２〔単軸絡条体 第３類〕

Fig.109　28-１/28-１〔単軸絡条体 第３類〕１段Ｒℓ２を軸に右巻きし、一周ごとに
軸へ固縛する

１段Ｒℓ２を軸に左巻きし、一周ごとに
軸へ固縛する

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きして、軸を一周した

ところで軸に条を固縛して再び右巻きを進行し、一周したところで再

び軸に固縛する。固縛は、直前に軸へ巻いた条の上をまたぎ下を潜る

と生じる。仮に軸を抜き取ると、条に結び目が連なることになる。右

巻きで軸を一周するごとに、固縛する動作を繰り返していく。

　これを施文すると、軸に固縛した結び目が結節となり、横向きのＳ

字状で展開する。結節の形状がＳ字状になるかＺ字状になるかは、条

を軸へ巻き付ける方向によって変化する。

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きして、軸を一周したところ

で軸に条を固縛して再び左巻きを進行し、一周したところで再び軸に固縛す

る。固縛は、直前に軸へ巻いた条の上をまたぎ下を潜ると生じる。仮に軸を

抜き取ると、条に結び目が連なることになる。左巻きで軸を一周するごとに、

固縛する動作を繰り返していく。

　これを施文すると、軸に固縛した結び目が結節になって、横向きのＺ字状

で展開する。結節の形状がＺ字状になるかＳ字状になるかは、条を軸へ巻き

付ける方向によって変化する。

の右巻き固縛Ｒ
ℓ

ℓ

の左巻き固縛Ｒ
ℓ

ℓ

Fig.108　27-２/27-２〔単軸絡条体 第２類〕

Fig.107　27-１/27-１〔単軸絡条体 第２類〕

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きしていき、一ヶ所のみで

先に巻いた部分を再度上から一部巻き、条と条を交差させ、そのまま左巻

きを続けていく。

　これを施文すると、緩やかに右上がりで左下がりの条が走り、一部での

み楕円形状に交差した条が繰り返し現れる。

軸に１段Ｒℓ２を１条、進行方向に向
かって左巻きし、一ヶ所のみで一度
巻いた部分を交差させて左巻きを進
行する

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きしていくとき、条が

軸を一周する毎に、先に巻いた部分を再度上から一部巻いて、条と条

を交差させつつ左巻きを繰り返していく。

　これを施文すると、端部の交差する菱形状の条が繰り返し現れる。

軸に１段Ｒℓ２を１条、進行方向に向
かって左巻きし、一度巻いた部分を一
部交差させながら左巻きを進行する

を左巻きし、一周ごとに交差Ｒ
ℓ

ℓ

を左巻きし、一ヶ所で交差Ｒ
ℓ

ℓ
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Fig.112　29-１/29-１〔単軸絡条体 第４類〕

Fig.111　28-３/28-３〔単軸絡条体 第３類〕１段Ｒℓ２を軸へ一周するたびに巻き
付ける方向を左右交互に変化させ、
一周ごとに軸へ固縛する

１段Ｒℓ２を軸へ右巻し、一周した
ところで巻いた条の下を潜り上を
またいで、再び右巻きを進行する

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きし、軸を一周したところで

すでに巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて右巻きを一周する。一周し

たら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで右巻きする。この巻き付

け方は、軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結び目は残らず、

ほどけてしまう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と隙間を空けて疎

に巻き付ける場合があり、これは後者である。

　施文すると、梯子状に仕切られた条が展開する。横方向に走る条に対して、

左上から右下へ小さなＺ字状の連なりが走る。

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きして、軸を一周した

ところで軸に条を固縛する。結び付けた後、今度は条を左巻きして軸

に固縛する。条を軸へ固縛する動作を左右交互に繰り返して進行する。

　これを施文すると、軸に固縛した結び目が結節になって表れるが、

左右交互に巻き付ける方向を変化させているので、横向きのＳ字状の

結節とＺ字状の結節が、縦隣で交互に出現する。

の右巻き固縛、左巻き固縛の交互Ｒ
ℓ

ℓ

の疎な右巻き係蹄Ｒ
ℓ

ℓ
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Fig.114　29-３/29-３〔単軸絡条体 第４類〕

Fig.113　29-２/29-２〔単軸絡条体 第４類〕

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きし、軸を一周したところですでに

巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて今度は反対方向に右巻きする。一周した

ら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで左巻きする。この巻き付け方は、

軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結び目は残らず、ほどけてし

まう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と隙間を空けて疎に巻き付ける場合

があり、これは後者である。

　施文すると、左右交互に片側の狭くなった梯子状に仕切られた条が展開する。横

方向に走る条に対して、縦に互い違いで入り組む深い圧痕が現れる。

１段Ｒℓ２を軸へ一周巻き、条の下を
潜り上をまたいで、次は反対方向に
巻き、左右交互に繰り返す

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きし、軸を一周したところで

すでに巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて左巻きを一周する。一周し

たら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで左巻きする。この巻き付

け方は、軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結び目は残ら

ず、ほどけてしまう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と隙間を空け

て疎に巻き付ける場合があり、これは後者である。

　施文すると、梯子状に仕切られた条が展開する。横方向に走る条に対して、

右上から左下へ小さなＳ字状の連なりが走る。

１段Ｒℓ２を軸へ左巻し、一周したと
ころで巻いた条の下を潜り上をまた
いで、再び左巻きを進行する

の疎な左巻き係蹄Ｒ
ℓ

ℓ

の疎な左巻き係蹄、
右巻き係蹄の交互

Ｒ
ℓ

ℓ

Fig.112　29-１/29-１〔単軸絡条体 第４類〕

Fig.111　28-３/28-３〔単軸絡条体 第３類〕１段Ｒℓ２を軸へ一周するたびに巻き
付ける方向を左右交互に変化させ、
一周ごとに軸へ固縛する

１段Ｒℓ２を軸へ右巻し、一周した
ところで巻いた条の下を潜り上を
またいで、再び右巻きを進行する

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きし、軸を一周したところで

すでに巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて右巻きを一周する。一周し

たら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで右巻きする。この巻き付

け方は、軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結び目は残らず、

ほどけてしまう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と隙間を空けて疎

に巻き付ける場合があり、これは後者である。

　施文すると、梯子状に仕切られた条が展開する。横方向に走る条に対して、

左上から右下へ小さなＺ字状の連なりが走る。

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きして、軸を一周した

ところで軸に条を固縛する。結び付けた後、今度は条を左巻きして軸

に固縛する。条を軸へ固縛する動作を左右交互に繰り返して進行する。

　これを施文すると、軸に固縛した結び目が結節になって表れるが、

左右交互に巻き付ける方向を変化させているので、横向きのＳ字状の

結節とＺ字状の結節が、縦隣で交互に出現する。

の右巻き固縛、左巻き固縛の交互Ｒ
ℓ

ℓ

の疎な右巻き係蹄Ｒ
ℓ

ℓ
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Fig.116　30-２/30-２〔単軸絡条体 第４類〕

Fig.115　30-１/30-１〔単軸絡条体 第４類〕１段Ｒℓ２を軸へ右巻し、一周したところで巻いた
条の下を潜り上をまたいで、再び右巻きを進行する

１段Ｒℓ２を軸へ左巻し、一周したところで巻いた
条の下を潜り上をまたいで、再び左巻きを進行する

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きし、軸を一周したところで

すでに巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて左巻きを一周する。一周し

たら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで左巻きする。この巻き付

け方は、軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結び目は残ら

ず、ほどけてしまう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と隙間を空け

て疎に巻き付ける場合があり、これは前者である。

　施文すると、密に区切られた梯子状の条が展開する。横方向に走る条に対

して、右上から左下へ向けて深い条が走る。

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きし、軸を一周したところで

すでに巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて右巻きを一周する。一周し

たら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで右巻きする。この巻き付

け方は、軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結び目は残ら

ず、ほどけてしまう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と隙間を空け

て疎に巻き付ける場合があり、これは前者である。

　施文すると、密に区切られた梯子状の条が展開する。横方向に走る条に対

して、左上から右下へ向けて深い条が走る。

の密な右巻き係蹄Ｒ
ℓ

ℓ

の密な左巻き係蹄Ｒ
ℓ

ℓ
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Fig.118　30-４/30-４〔単軸絡条体 第４類〕

Fig.117　30-３/30-３〔単軸絡条体 第４類〕

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きし、軸を一周したところで、

すでに巻いた条の下を潜り上をまたぐ。この動作を２回おこなう。今度は反対

方向に右巻きし、軸を一周したところで、巻いた条の下を潜り上をまたぐ。こ

の動作も２回おこなう。巻き付ける進行方向を左右交互に変えながら、同じ動

作を２回ずつ繰り返していく。巻き付ける方向を小まめに変えながら繰り返す

ことで、スパンの小さなジグザグの係蹄が軸にできる。軸に条は固縛されてい

ないので、仮に軸を抜き取れば結び目は残らない。

　これを施文すると、横方向に走る複数の条に対して、縦方向には左右にジグ

ザグと折れ曲がる小ぶりな山形の圧痕が等間隔で展開する。

１段Ｒℓ２を軸へ一周巻き、条の下を潜
り上をまたぐを２回繰り返し、次は反
対方向に巻き、同じ様に２回繰り返す

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きし、軸を一周したところで、

すでに巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて今度は反対方向に右巻きす

る。一周したら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで左巻きする。

この巻き付け方は、軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結

び目は残らず、ほどけてしまう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と

隙間を空けて疎に巻き付ける場合があり、これは前者である。

　施文すると、左右交互に片側の狭くなった梯子状に仕切られた条が展開す

る。横方向に走る条に対して、縦に互い違いで入り組む深い圧痕が現れる。

１段Ｒℓ２を軸へ一周巻き、条の下を
潜り上をまたいで、次は反対方向に
巻いて左右交互に繰り返す

の密な左巻き係蹄、
右巻き係蹄の交互

Ｒ
ℓ

ℓ

の左巻き係蹄２回、
右巻き係蹄の２回を交互

Ｒ
ℓ

ℓ

Fig.116　30-２/30-２〔単軸絡条体 第４類〕

Fig.115　30-１/30-１〔単軸絡条体 第４類〕１段Ｒℓ２を軸へ右巻し、一周したところで巻いた
条の下を潜り上をまたいで、再び右巻きを進行する

１段Ｒℓ２を軸へ左巻し、一周したところで巻いた
条の下を潜り上をまたいで、再び左巻きを進行する

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きし、軸を一周したところで

すでに巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて左巻きを一周する。一周し

たら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで左巻きする。この巻き付

け方は、軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結び目は残ら

ず、ほどけてしまう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と隙間を空け

て疎に巻き付ける場合があり、これは前者である。

　施文すると、密に区切られた梯子状の条が展開する。横方向に走る条に対

して、右上から左下へ向けて深い条が走る。

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きし、軸を一周したところで

すでに巻いた条の下を潜り上をまたいで、続けて右巻きを一周する。一周し

たら再び２回目に巻いた条の下を潜り上をまたいで右巻きする。この巻き付

け方は、軸に条が固縛されていないので、仮に軸を抜き取ると結び目は残ら

ず、ほどけてしまう。軸に条を巻き付ける間隔を密にする場合と隙間を空け

て疎に巻き付ける場合があり、これは前者である。

　施文すると、密に区切られた梯子状の条が展開する。横方向に走る条に対

して、左上から右下へ向けて深い条が走る。

の密な右巻き係蹄Ｒ
ℓ

ℓ

の密な左巻き係蹄Ｒ
ℓ

ℓ
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Fig.120　31-１/31-１〔単軸絡条体 第５類〕

Fig.119　30-５/30-５〔単軸絡条体 第４類〕
１段Ｒℓ２を軸へ一周し、巻いた条の
下を潜り上をまたぐを５回、次は反対
方向でも５回繰り返す

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きし、軸の端部まで巻き

終えたら折り返して、右巻きで巻き付ける。先に巻いた条と直前に巻い

た条が交差するようにする。

　これを施文すると、右上がりで左下がりの条を左上がりで右下がりの

条が切る、網目状の縄文が展開する。

１段Ｒℓ２を軸へ左巻きし、軸の端部
まで巻いたら折り返して、右巻きする

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きし、軸を一周したとこ

ろで、すでに巻いた条の下を潜り上をまたぐ。この動作を５回おこなう。

今度は反対方向に左巻きし、軸を一周したところで、巻いた条の下を潜

り上をまたぐ。この動作も５回おこなう。巻き付ける進行方向を左右交

互に変えながら、同じ動作を５回ずつ繰り返していく。一定の間隔をあ

けながら、巻き付ける方向を変えることで、スパンの大きなジグザグの

係蹄が軸にできる。軸に条は固縛されていないので、仮に軸を抜き取れ

ば結び目は残らない。

　これを施文すると、横方向に走る複数の条に対して、縦方向には左右

にジグザグと折れ曲がる大ぶりな山形の圧痕が等間隔で展開する。

を左巻きし、
折り返して右巻き

Ｒ
ℓ

ℓ

右巻き係蹄５回、
左巻き係蹄５回を交互

Ｒ
ℓ

ℓ
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Fig.122　31-３/31-３〔単軸絡条体 第５類〕

Fig.121　31-２/31-２〔単軸絡条体 第５類〕

　１段Ｒℓ２を１条作り、条の中心を軸の端部で挟む。一方の条を左巻

き、他方の条を右巻きで軸に巻き付け、右巻きが左巻き条の上に交差

するようにする。次に条が交差する部分では、左巻きが右巻きの条の

上に交差するようにする。交差する条の上下を互い違いに入れ替えて

軸に巻き付けていく。

  これを施文すると、網目状に交差する条同士は、斜めに隣り合う交

差で切り合う関係を変えながら展開する縄文となる。

１段Ｒℓ２を１条作り、条の中心を軸
で挟み、一方を左巻き、他方を右巻き
して、交差部の上下を交互に変える

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きし、軸の端部まで巻き

終えたら折り返して、左巻きで巻き付ける。先に巻いた条と直前に巻い

た条が交差するようにする。

　これを施文すると、左上がりで右下がりの条を右上がりで左下がりの

条が切る、網目状の縄文が展開する。

１段Ｒℓ２を軸へ右巻きし、軸の端部
まで巻いたら折り返して、左巻きする

を右巻きし、
折り返して左巻き

Ｒ
ℓ

ℓ

Ｒ
ℓ

ℓ

Ｒ
ℓ

ℓ

の一方を左巻き、他方を右巻き
して、交差部の上下を交互に変
える

Fig.120　31-１/31-１〔単軸絡条体 第５類〕

Fig.119　30-５/30-５〔単軸絡条体 第４類〕
１段Ｒℓ２を軸へ一周し、巻いた条の
下を潜り上をまたぐを５回、次は反対
方向でも５回繰り返す

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を左巻きし、軸の端部まで巻き

終えたら折り返して、右巻きで巻き付ける。先に巻いた条と直前に巻い

た条が交差するようにする。

　これを施文すると、右上がりで左下がりの条を左上がりで右下がりの

条が切る、網目状の縄文が展開する。

１段Ｒℓ２を軸へ左巻きし、軸の端部
まで巻いたら折り返して、右巻きする

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸に１段Ｒℓ２を右巻きし、軸を一周したとこ

ろで、すでに巻いた条の下を潜り上をまたぐ。この動作を５回おこなう。

今度は反対方向に左巻きし、軸を一周したところで、巻いた条の下を潜

り上をまたぐ。この動作も５回おこなう。巻き付ける進行方向を左右交

互に変えながら、同じ動作を５回ずつ繰り返していく。一定の間隔をあ

けながら、巻き付ける方向を変えることで、スパンの大きなジグザグの

係蹄が軸にできる。軸に条は固縛されていないので、仮に軸を抜き取れ

ば結び目は残らない。

　これを施文すると、横方向に走る複数の条に対して、縦方向には左右

にジグザグと折れ曲がる大ぶりな山形の圧痕が等間隔で展開する。

を左巻きし、
折り返して右巻き

Ｒ
ℓ

ℓ

右巻き係蹄５回、
左巻き係蹄５回を交互

Ｒ
ℓ

ℓ
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Fig.124　32- 中 /32- 右〔単軸絡条体 第６類〕

Fig.123　32- 上 /32- 中〔単軸絡条体 第６類〕

　１段Ｒℓ２を１条作り、条の中心を軸の端部で挟む。一方の条を右巻

きし、他方の条を左巻きして、２条がぶつかる交点で互いの条同士をク

ロスさせて、右巻きしていた条は反対の左巻きに、左巻きしていた条は

反対の右巻きにする。このとき、軸を一周するたびにクロスする条の上

下は常に一定にする。軸に巻いた２条の交点で、右巻を下、左巻きを上

に重ねてクロスさせて、右巻きの条を左に巻き、左巻きの条を右へ巻く。

これを交点の都度、繰り返す。

　これを施文すると、Ｘ字状に引き合う条が展開する。縦に連なる交点

および斜め方向に隣り合う交点もすべて、条の上下は同じである。

１段Ｒℓ２の１条の中心を軸で挟み、
一方を右巻き、他方を左巻きし交点
で互いの条をクロスさせ、右巻きし
てきた条は左巻に、左巻きしてきた
条は右巻きにする

 １段Ｒℓ２を１条作り、条の中心を軸の端部で挟む。一方の条を右巻

きし、他方の条を左巻きして、２条がぶつかる交点で互いの条同士を

クロスさせて、右巻きしていた条は反対の左巻きに、左巻きしていた

条は反対の右巻きにする。このとき、軸を一周するたびにクロスする

条の上下を互い違いで変える。

　これを施文すると、Ｘ字状に引き合う条が展開する。縦に連なる交

点は引き合う条の上下が同じであるが、斜めに隣り合う交点とは条の

上下が異なっている。

１段Ｒℓ２の１条の中心を軸で挟み、
一方を右巻き、他方を左巻きし交点で
互いの条をクロスさせ、右巻きしてき
た条は左巻に、左巻きしてきた条は右
巻きにする

Ｒ
ℓ

ℓ
Ｒ

ℓ

ℓ
を右巻き、他方の

左巻きして交点で、条をクロスさせて、巻
き方向を反対にする

一方の を

Ｒ
ℓ

ℓ
Ｒ

ℓ

ℓ
を右巻き、他方の

左巻きして交点で、条をクロスさせて、巻
き方向を反対にする

一方の を

＊クロスした部分は、常に条の上下を互い違いにする

＊クロスした部分は、常に右巻きを下、左巻きを上にする
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Fig.126　33-１/33-１

Fig.125　32- 下 /32- 左〔単軸絡条体 第６類〕

〔単軸絡条体 第６Ａ類〕

　１段Ｒℓ２を１条作り、条の中心を軸の端部に挟む。一方の条を軸へ右巻きし、

一周したところで、他方の条を上にして交点とし、２条をクロスさせて右巻き

の条を軸へ押さえる。右巻きしていた条を今度は反対方向へ左巻きする。左巻

きを一周したところで再び他方の条を上にして交点とし、２条をクロスさせて

左巻きの条を軸へ押さえて、再び右巻きする。この動作を交互に繰り返すと、

一方の条は軸に対して巻き付けた条の長さが長くなり（ふり幅が大きい）、他

方の条は巻き付けた長さが短くなる（ふり幅が小さい）。

　これを施文すると、軸に長く巻いた条は横方向に長く走り、その間を縫うよ

うに軸に短く巻いた条が走る。この原体は、作り方の構造としては Fig.123 の

32－中原体（単軸絡条体 第６類）と同じで、巻き付けた条の長さが一方は長く、

他方は短い点が異なるものである。

１段Ｒℓ２の１条の中心を軸で挟み、一方の条を軸に一周
させ他方の条でクロスし、一周させた条を再び反対方向
に一周させて他方の条でクロスし、これを繰り返す

　１段Ｒℓ２を１条作り、条の中心を軸の端部で挟む。一方の条を右巻きし、

他方の条を左巻きして、２条がぶつかる交点で互いの条同士をクロスさせ

て、右巻きしていた条は反対の左巻きに、左巻きしていた条は反対の右巻

きにする。このとき、軸を一周するたびにクロスする条の上下は常に一定

にする。軸に巻いた２条の交点で、左巻きを下、右巻きを上に重ねてクロ

スさせて、左巻きの条を右に巻き、右巻きの条を左へ巻く。これを交点の

都度、繰り返す。

　これを施文すると、Ｘ字状に引き合う条が展開する。縦に連なる交点およ

び斜め方向に隣り合う交点もすべて、条の上下は同じである。

１段Ｒℓ２の１条の中心を軸で挟み、
一方を右巻き、他方を左巻きし交点
で互いの条をクロスさせ、右巻きし
てきた条は左巻きに、左巻きしてき
た条は右巻きにする

Ｒ
ℓ

ℓ
Ｒ

ℓ

ℓ
を右巻き、他方の

左巻きして、交点で条をクロスさせて、
巻き方向を反対にする

一方の を

Ｒ
ℓ

ℓ
Ｒ

ℓ

ℓ
を右巻き、他方の

クロスさせて、反対方向へ左巻きする

一方の と

＊クロスした部分は、常に左巻きを下、右巻きを上にする

Fig.124　32- 中 /32- 右〔単軸絡条体 第６類〕

Fig.123　32- 上 /32- 中〔単軸絡条体 第６類〕

　１段Ｒℓ２を１条作り、条の中心を軸の端部で挟む。一方の条を右巻

きし、他方の条を左巻きして、２条がぶつかる交点で互いの条同士をク

ロスさせて、右巻きしていた条は反対の左巻きに、左巻きしていた条は

反対の右巻きにする。このとき、軸を一周するたびにクロスする条の上

下は常に一定にする。軸に巻いた２条の交点で、右巻を下、左巻きを上

に重ねてクロスさせて、右巻きの条を左に巻き、左巻きの条を右へ巻く。

これを交点の都度、繰り返す。

　これを施文すると、Ｘ字状に引き合う条が展開する。縦に連なる交点

および斜め方向に隣り合う交点もすべて、条の上下は同じである。

１段Ｒℓ２の１条の中心を軸で挟み、
一方を右巻き、他方を左巻きし交点
で互いの条をクロスさせ、右巻きし
てきた条は左巻に、左巻きしてきた
条は右巻きにする

 １段Ｒℓ２を１条作り、条の中心を軸の端部で挟む。一方の条を右巻

きし、他方の条を左巻きして、２条がぶつかる交点で互いの条同士を

クロスさせて、右巻きしていた条は反対の左巻きに、左巻きしていた

条は反対の右巻きにする。このとき、軸を一周するたびにクロスする

条の上下を互い違いで変える。

　これを施文すると、Ｘ字状に引き合う条が展開する。縦に連なる交

点は引き合う条の上下が同じであるが、斜めに隣り合う交点とは条の

上下が異なっている。

１段Ｒℓ２の１条の中心を軸で挟み、
一方を右巻き、他方を左巻きし交点で
互いの条をクロスさせ、右巻きしてき
た条は左巻に、左巻きしてきた条は右
巻きにする

Ｒ
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ℓ
Ｒ

ℓ

ℓ
を右巻き、他方の

左巻きして交点で、条をクロスさせて、巻
き方向を反対にする

一方の を

Ｒ
ℓ

ℓ
Ｒ

ℓ

ℓ
を右巻き、他方の

左巻きして交点で、条をクロスさせて、巻
き方向を反対にする

一方の を

＊クロスした部分は、常に条の上下を互い違いにする

＊クロスした部分は、常に右巻きを下、左巻きを上にする
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Fig.128　34-２/34-２〔多軸絡条体 軸４本〕

Fig.127　34-１/34-１〔多軸絡条体 軸５本〕 軸を５本に割り、１段Ｌｒ２の１条を軸の表に通し、
次は裏を通して右巻きで巻き付ける

　１段Ｒℓ２を２条作る。軸を４本に割り、１段Ｒℓ２条で軸１本の表裏を挟む。

表にきた条と裏にきた条が先程と反対になるように２条を一ひねりして、２

本目の軸の表裏を挟む。この動作を右巻きで繰り返していく。

　これを施文すると、条同士が縦に詰まった平織状の圧痕が展開する。条は

わずかに傾斜しており、１段Ｒℓ２を軸に巻き付けているので、条に対する節

の傾斜は左上がりとなっている。

軸を４本に割り、１段Ｒℓ２の２条で
軸１本の表と裏を挟み、右巻きで巻き
付ける

　１段Ｌｒ２を１条作る。軸を５本に割り、１段Ｌｒ２を右巻きで割った軸

１本の表を通し、２本目の軸では裏を通す。軸の表をまたぎ次に裏を潜る、

これを交互に繰り返しながら巻き付けていく。

　これを施文すると、平織状の圧痕が展開する。１段Ｌｒ２を軸に巻いてい

るので、条に対する節の傾きは右上がりとなる。用いられた多軸の本数は、

繰り返される特徴的な条や軸の幅によって判読することができる。
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R
ℓ

ℓ

R
ℓ

ℓ

軸５本を で右巻き

軸４本を で右巻き
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Fig.130　34-４/34-４〔多軸絡条体 軸５本〕

Fig.129　34-３/34-３〔多軸絡条体 軸５本〕
軸を５本に割り、１段Ｒℓ２の２条を束にして、
軸の表を通し、次は裏を通しながら右巻きで
巻き付ける

軸を５本に割り、１段Ｒℓ２の１条を右巻きで軸
１本目・２本目の表に通し、２本目だけを一周して、
再び２本目と３本目の表を通り、３本目を一周する

　１段Ｒℓ２を１条作る。軸を５本に割り、１段Ｒℓ２を右巻きで軸１本目と

２本目の表に通す。軸２本目だけを条で一周し、再び２本目の表と３本目の

表を通り、軸３本目だけを一周する。条は軸２本の表を通り、その内１本で

一周させ、次の軸２本でもこの動作を繰り返しながら、右巻きで巻き付けて

いく。

　これを施文すると、綾織状の圧痕が展開する。１段Ｒℓ２を巻き付けてい

るので、条に対する節の傾斜は左上がりとなる。

　１段Ｒℓ２を２条作る。軸を５本に割り、１段Ｒℓ２を２条束にして割った

軸１本の表を通し、２本目の軸では裏を通す。軸の表をまたぎ次に裏を潜る、

これを交互に繰り返しながら右巻きする。

　これを施文すると、２条束の平織状の圧痕が展開する。条に対する節の傾

きは２条とも左上がりとなっている。用いられた多軸の本数は、繰り返され

る特徴的な条や軸の幅によって判読することができる。
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ℓ

ℓ

軸５本を で右巻き

軸５本を
２条束で
右巻き

R
ℓ

ℓ

Fig.128　34-２/34-２〔多軸絡条体 軸４本〕

Fig.127　34-１/34-１〔多軸絡条体 軸５本〕 軸を５本に割り、１段Ｌｒ２の１条を軸の表に通し、
次は裏を通して右巻きで巻き付ける

　１段Ｒℓ２を２条作る。軸を４本に割り、１段Ｒℓ２条で軸１本の表裏を挟む。

表にきた条と裏にきた条が先程と反対になるように２条を一ひねりして、２

本目の軸の表裏を挟む。この動作を右巻きで繰り返していく。

　これを施文すると、条同士が縦に詰まった平織状の圧痕が展開する。条は

わずかに傾斜しており、１段Ｒℓ２を軸に巻き付けているので、条に対する節

の傾斜は左上がりとなっている。

軸を４本に割り、１段Ｒℓ２の２条で
軸１本の表と裏を挟み、右巻きで巻き
付ける

　１段Ｌｒ２を１条作る。軸を５本に割り、１段Ｌｒ２を右巻きで割った軸

１本の表を通し、２本目の軸では裏を通す。軸の表をまたぎ次に裏を潜る、

これを交互に繰り返しながら巻き付けていく。

　これを施文すると、平織状の圧痕が展開する。１段Ｌｒ２を軸に巻いてい

るので、条に対する節の傾きは右上がりとなる。用いられた多軸の本数は、

繰り返される特徴的な条や軸の幅によって判読することができる。
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Fig.132　35-２（原体あり）〔斜位縄文〕

Fig.131　35-１（原体あり）〔斜位縄文〕
２段ＲＬｒ２の斜位施文による縦走縄文

２段ＬＲℓ２の斜位施文による縦走縄文

　２段ＬＲℓ２を撚り、粘土板に対して斜めに置き施文する。

すると条が縦に走る縄文となる。

　２段ＲＬｒ２を撚り、粘土板に対して斜めに置き施文する。

すると条が縦に走る縄文となる。
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Fig.134　35-４（原体あり）〔方向を曲げて施文〕

Fig.133　35-３（原体あり）〔方向を曲げて施文〕

２段ＲＬｒ２による方向を曲げた施文

２段ＬＲℓ２による方向を曲げた施文

　２段ＲＬｒ２を作り、粘土板に対して原体を引っ張りながら、

方向を変えつつ施文すると、条の斜行の向きが一定方向に揃わ

ない、不揃いな縄文となる。

　２段ＬＲℓ２を作り、粘土板に対して原体を引っ張りながら、

方向を変えつつ施文すると、条の斜行の向きが一定方向に揃わ

ない、不揃いな縄文となる。
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Fig.132　35-２（原体あり）〔斜位縄文〕

Fig.131　35-１（原体あり）〔斜位縄文〕
２段ＲＬｒ２の斜位施文による縦走縄文

２段ＬＲℓ２の斜位施文による縦走縄文

　２段ＬＲℓ２を撚り、粘土板に対して斜めに置き施文する。

すると条が縦に走る縄文となる。

　２段ＲＬｒ２を撚り、粘土板に対して斜めに置き施文する。

すると条が縦に走る縄文となる。
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縄文原体関連用語 英訳

施文 pottery decoration
施文具 decoration tools
縄文 cord marks,cord-marking
縄文原体 tools of cord-marking
段 level
０段 zero level
１段 first level
２段 second level
３段 third level
撚/撚り twist
条 line
節 node
正の撚/正撚り regular twist
反の撚/反撚り opposite twist
右撚/右撚り right twist,Z-twist
左撚/左撚り left twist,S-twist
斜縄文/縄文 cord marks
単節斜縄文/単節縄文 pattern made with second level cord
無節斜縄文/無節縄文 pattern made with first level cord
複節斜縄文/複節縄文 pattern made with third level cord
複々節斜縄文/複々節縄文 pattern made with fourth level cord
０段多条（＊０段３条による１段の場合） pattern made with first level three-stringed cord
直前段多条（＊１段３条による２段の場合） pattern made with second level three-stringed cord
前々段多条（＊０段３条による２段の場合） pattern made with second level rope made with first level three-stringed cord
直前段合撚 pattern made with combination of regular and opposite twisted cords
閉じた端/閉端 close end
開いた端/開端 open end
末端に環（Loop）の付いた縄/環付末端 pattern made with end of looped cord
側面にLoopの付いた縄/側面環付 pattern made with looped cord
縄に付けられた結節/結節縄文/綾絡文 rolled knotted cord impression
附加条/縄巻縄 pattern made by cord-wrapped string
組紐 rolled plaited cord or braid impression 
単軸絡条体 pattern made by rolling composite cord-wrapped stick
木目状撚糸文 wood grain-like pattern made by a cord-wrapped stick
網目状撚糸文 net-like pattern made by a cord-wrapped stick
多軸絡条体 pattern made by rolling composite cord-wrapped sticks
羽状縄文 feather pattern code mark
異方向縄文 pattern made with combination of horizontal and vertical rolled cords
偽縄文/擬縄文（＊巻貝の場合） pseudo cord-mark impressions made using snail shell
半置反転 interrupted rolled cord impression
回転縄文 rolled cord impression
押型文 roller pattern produced with carved stick
[引用・参考文献]
Tatsuo Kobayashi(ed.Simon Kaner with Oki Nakamura) 2004 Jomon Reflections Forager life and culture in the prehistoric Japanese archipelago,Oxbou Books
中村　大・Simon Kaner　2008「縄文土器用語日英対照表-Japanese to English glossary of Jomon pottery-」小林達雄編『総覧　縄文土器』アム・プロモーション、1287-
1294頁

Tab. ３　縄文原体に関する用語の日英対照表
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SUMMARY

　This book "The Yamanouchi Sugao Collection I：Tools of Jomon Cord-marking" is the first in a new series 

that reports unreported materials among the archaeological materials and research tools of Yamanouchi Sugao 

held by Nara National Research Institute for Cultural Properties. Yamanouchi Sugao (1902-1970), who achieved 

the systematization of Japanese prehistoric archeology, was one of Japan's leading archaeologists. Among the 

many achievements left by Yamanouchi, the elucidation of the Jomon pattern, that is, the " Tools of Jomon Cord-

marking " found in Jomon pottery and Yayoi pottery, is still positioned as his outstanding achievement.

　This book is composed of two parts. In Part I, We reported tools of cord-marking that is presumed to have 

been produced by Yamanouchi, focusing on tools of cord-marking and clay tablets published in "Cord Marking 

on Prehistoric Japanese Pottery（日本先史土器の縄紋）" (Yamanouchi 1979). In Part II, We reconstructed tools 

of cord-marking and clay tablets for all of tools of cord-marking and clay tablets published in " Cord Marking on 

Prehistoric Japanese Pottery（ 日 本 先 史 土 器 の 縄 紋 ）", and explained the structure and manufacturing 

procedure of tools of cord-marking. In " Cord Marking on Prehistoric Japanese Pottery（日本先史土器の縄紋）", 

the clay tablets corresponding to tools of cord-marking are given the same number, but there are some parts 

where the numbers of tools of cord-marking and the clay tablets do not match. It was revised and posted so 

that the relationship would be correct.
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